
6.2 都市内幹線道路網計画

都市内の幹線道路網は､土地利用や市街地の骨格形成､自動車交通の適正な処軋避

難路の確保等の観点から､主要幹線道路､幹線道路､補助幹線道路といった機能構成を

明確にした上で､適切に配置されることが必要であり､早期にその形成を図ることが求

以下に､都市内幹線道路の配置計画を策定する｡また､配置計画の対象となる路線に

っいては､交通機能および番市空間機能の面からの役割を明らかにする｡

6.2.1都市内幹線道路網の方針

(1)道路の機能分類とネットワーク特性

都市内幹線道路網計画を策定するにあたり､計画立案に必要な道路の機能分類とネッ

トワーク特性を整理する｡

1)道路の機能分類の考え方

道路の分類方法は､道路管理者による道路法上の分類と､機能により分類する道路

計画的な分類方法がある｡一般に､前者を｢道路の種類｣､後者を｢道路の機能分類｣

といい､一般に道路計画に糾､ては､機能分類の考え方をもとに計画立案を行う0

以下に機能分類の考え方を示す｡

表6-2 道路の機能分類の考え方

機能分類 考 え 方

主要幹線道路 主として地方生活圏および主要な都市圏域の骨格を構成するとと

もに､高規格幹線道路(高速自動車国道)を補完して地方生活圏相

互を連絡する道路である｡

都市内においては､都市間交通や通過交通を大量に処理し､都市

圏内の骨格を形成する｡

幹線道路 地方部においては､主として二次生活圏内の骨格となるとともに､

主要幹線道路を補完して､二次生活圏相互を連絡する道路である｡

都市内において軋主要幹線および主要交通発生源を連絡する機

能を担い､都市全体に網状に配置され､都市の骨格を形成する0市

街地で軋近隣住区の外郭を形成することが多い｡

補助幹線道路 都市内において軋近隣住区と幹線道路を結ぶ集散道路であると

ともに､近隣住区内の幹線としての機能を持つ｡

地方部においては､主として一次生活周の骨格を形成するととも

に､幹線道路を補完して一次生活圏相互を連絡する0

-

9-



2)本計画における道路の機能分類の考え方

道路網の機能分類は､道路種類別に以下の考え方で行う｡

これは､前掲の一般的な考え方や､新発田市に係わる道路網計画をもとに､新発田市の特性や道路種類を考慮して分類方法を検討したものである｡

表6-3 本計画における道路の機能分類の考え方

機能分類 視点 本計画の考え方
現道の道路種類別の分類方針

一般国道 主要地方道･一般県道 市 道

主要幹線 広 域 【全国･新潟県の骨格形成]
一般国道は､｢全国的な幹線道路網を構 ~ 既定の上位計画において新発田市内の県

道 路 レベル 新発田市と周辺広域市町村圏(地方生活圏)や他 成するもの｣(道路法)として指定されおり､本 道区間は主要幹線に位置づけられていないし
県を連絡するなど､国土･県土を縦断･横断あるいは 計画における広域的な主要幹線道路の考え たがって､原則として本計画でもこの方針にした
循環し､全国･新潟県の骨格を構成する道路を主要

幹線道路とする｡
方に該当する｡したがって､概ねすべての区

間を主要幹線道路に位置づける｡

がう｡

都市圏

レベル

【都市圏･広域圏の広域ネットワークの形成]

新潟市･村上市など都市圏･広域圏の主要都市

や､新潟市中心部など広域拠点地区､新潟空港･新

潟酉港･新潟東港･新潟駅(新幹線駅)･高速Ⅰ.Cとい

った広域交通拠点を連絡し､あるいは多量の通過交
通を処理し､都市圏の広域ネットワークを形成する道

路を主要幹線道路とする｡

幹線道路 都市圏 【都市圏･広域圏の骨格形成】 (市街地内の一般国道については､一部 県道は､｢地方的な幹線道路網を構成するも 以下に該当する市道を幹線道路とする
レヘル 新発田市と都市圏･広域圏内の市町村､あるいは

近接都市圏･広域圏内市町村を連絡し､都市圏･広

域圏の骨格を形成する道路を幹線道路とする｡

区間を幹線道路として位置づける｡) の｣(道路法)として指定されており､本計画にお

ける都市圏レベルの幹線道路の考え方に該当

する｡したがって､主要幹線道路を除く県道は､

原則として幹線道路とする｡

①主要幹線と市街地を連絡する道臥

②主要河川や鉄道を横断(立体交差)し､

市内を連絡する道路｡

③新発田市あるいは周辺市町村内の主要地

(市街地､主要都市施設､交流拠点､開発

拠点等)を連絡する道路｡

④その他､現況において車線数が2車線以上

で交通量が比較的多い道路､市街地の骨格

を形成する道路｡

都市

レ′ヾル

[新発田市の骨格形成]

新発田市において､市街地と主要幹線を連絡し､

あるいは市街地相互や市街地と周辺集落を連絡し､

都市の骨格を形成する道路を幹線道路とする｡ノ

補助幹綽 地 区 【住区の骨格形成】 (市街地内の一般国道については､一部 (市街地内の主要地方道･一般県道について
以下のいずれかに該当する市道を補助幹線道 路 レヘル 都市部では､住区内の交通集散や隣接住区間の

連絡を行い､住区内の骨格を形成する道路を補助幹

線道路とする｡商業地区や工業地区についても同様

である｡

また､地方部においては､幹線道路と集落との連

絡や､集落内の交通を集散する機能を持つ｡

区間を婿助幹線道路として位置づける｡) は､一部区間を補助幹線道路として位置づけ

る｡)

道路とする｡

①車線数が2車線以上で､幹線道路や鉄道

駅､その他交通施設と結節し､沿線地区の
交通を集散する道路｡

②その他､バス路線や地区レベルで幹線的

な役割を果たす道路｡

注)高速自動車国道は｢全国的な自動車交通網の枢要部分を構成｣(高速自動車国道法〉するもので､主要絹の中でも特に重要な路線と位置づけられる｡
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6.2.2 主軸となる遍路

道路網計画の基本となる､｢主軸となる道路｣と｢都市内拠点｣を定める0

(1)主軸となる道路の考え方

新発田市街地め幹線道路網の主軸となる道路は､その機能から大きく

道路の2つに分類する｡

放射道路と盈堕

4

~
･

b ･役層表

分類

6-

求吟られる機能･役割

放射道路 ･新発田市内において､市街地と郊外集落部とを連絡する｡また
周辺都市とを連絡し､広域活動を支援する｡

･新発田駅や県立新発田病院､市役所などの中心部の交通拠点や
主要施設への連絡機能を確保する｡

･近年増加している市街地の住宅地内等における通過交通の処理
を行い､市街地内交通の円滑化を図り､環境の向上を図る｡

環状道路 ･都市機能を分散する郊外部の拠点形成を支援し､これらを連絡
する｡

･都市を通過する交通のバイパスとなる｡

･市街地内の公共交通の主要ルートとなる｡

･避難路､延焼遮断など防災まちづくりを支援する道路となる0

･放射道路を連携し､機能補完を行う｡

･市街地内交通流の円滑化に資する(渋滞解消､東西の鉄道分断
の解消､｢抜けみち｣利用の回避など)｡

これまでの形態 これからの形態

図6-1放射状道路と環状道路整備のイメージ
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1)放射道路

放射道路は､新発田広域市町村圏を構成する6市町村(中条恥聖籠町､

紫雲寺臥豊浦町､加治川村､黒Jtl村)のほか､新潟市などの主要都市相互

を連絡し､地域連携や交流活動を支援する機能を担う｡

また市街地内の放射道路のうちは､中心部の交通拠点や主要施設への連絡

性を高めるため､あるいは域内の通過交通を処理するために必要な路線区間に

ついては整備を推進する｡

(考え方)

･市街地内の放射道路は､中心部の交通拠点や主要施設へ至る連絡機能と､域

内の通過交通を処理する機能を担う場合において､整備を推進する0また整

備に際しては､将来的な交通量に配慮した構造とする0

･特に市街地中心部(中環状の内側)にある現在未整備の放射道路は､整備の

必要性と費用対効果を十分に勘案し､整備着手の判断を行う必要がある0

2)環状道路

本市の環状道路は2環状(外環状+中環状)とし､その実現に努める｡

(考え方)

･一般に環状道路は､路線全区間が概成された段階でその機能を発挿する0

･外環状乱国道7号及び南バイパス等により着実に網整備が進められている

が､駅東市街地側にあたるルートは､その位置を五十公野公園の手前側とし､

早期に事業着手を行うべき路線として位置づけるものとする｡

･なお､外環状臥その路線の性格から原則として全線4車線で整備すること

･中環状([都]西新発田五十公野線)は､西新発田駅を起点として､市街地

中心を取り囲みながら五十公野公園へ至る路線であり､完全な環状道路とし

ての形態を有していないものの､環状道路としての機能を有しているD

･[都]西新発田五十公野線は､昭和17年に都市計画決定がなされ､現在改良率

は41%に達しているなど､周辺の面整備開発とあわせて着実に整備が進め

られている｡

･また中環状臥新旧の市街地の境界でもあり､市街地内の土地利用管理やま

ちづくりを進める上でその役割は大きい｡
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･なお､環状道路であっても､外環状と中環状の果たす役割は異なるため､道

路整備等においては十分配慮していく必要がある(表6-5)0

表6-5 外環状と中環状の役割

環状道路
役 割

外 環 状 ･市街地内の拠点(西新発田駅周辺､新栄町･コモタウンな

(国道7号､南バ ど)形成を支援し､これらを連絡する｡

イパスほか) ･都市を通過する交通のバイパスとなる｡

･放射道路を連携し､機能補完を行う

中環状

([都]西新発田五

十公野線)

･市街地内交通流の円滑化に資する(市街地内渋滞解消､東
西の鉄道分断の解消､｢抜けみち｣利用の回避など)D

･避難路､延焼速断など防災まちづくりを支援する道路とな
る｡

･市街地内の公共交通のルートとなる｡

･放射道路を連携し､機能補完を行う｡

(参考)内環状と中環状について

･内環状は､｢新発田市周辺地域道路網計画調査｣(S62､新潟県)において､将来的な
交通需要の増加に対応した道路網の整備を目白勺として計画され､①市街地の骨格道路網体

系の形成と②都心部に集中する交通の分散､の2つの整備効果を担うものとされている｡

･本計画では､原則としてこの内環状の機能を中環状に転換させることとし､内環状を道
路網計画の位置づけから除いた｡

▼しかしながら､内環状は中心市街地を取り巻<道路であり､中心市街地活性化を支援す
る効果が高いものと考えられ､地区レベルでの道路網計画においてその役割を位置づけて

いく必要がある｡
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(2)都市内拠点の位置づけ

都市内拠点軋鉄道駅や高速Ⅰ･Cなどの主要交通結僚点をはじめ､公共公益施設や商

業施設が集積し､多くの交通が発生集中する地区である(表6-6)0

本計画では先に定めた｢主軸となる道路｣により､都市内拠点相互の連携を確保してい

く｡

表6-6 都市内拠点一覧

分 類 主要な拠点

た

主要交通拠点 鉄道駅 ･新発田駅
･西新発田駅
･佐々木駅

高速Ⅰ.C ･聖籠新発田Ⅰ.C(日本海東北自
動車道)

バス交通拠点
:詣警視蔑(て蒜妄言㍗
C付近)

主要な公共

公益施設等

の集積する

地区

駅前地区 ･新発田駅､中心商店街､(県立新
発田病院※)など

中央公園地区 ･カルチャーセンター

･給合健康開発センター
など

寺町･清水谷地区
:警告臥足軽長屋など

中央町･大手町地区

;薫蓋琵曇憲鞄鰐如ンタ_
･図書館､郵便局

新栄町･コモタウン ･各種商業施設

五十公野公園
:敲釜詣警野球場など

新発田城周辺 ･新発田城

:筐彗冒釜霞新発田駐屯地
※県立新発田病院軋駅前地区に移転することが平成13年10月に正式に決定され

一14-



(3)主軸となる道路のパターン

先に示した放射道路ならびに環状道路の考え方にもとづき､将来都市内幹線道路網(主

軸となる道路)のパターンを以下に示す｡

国6-2 将来都市内幹線道路網のパターン

(4)主軸となる道路の位置づけ

主軸となる道路として､次貢(表6-7)に示す路線を指定する(位置図は22pを

参照)｡
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表6-7都市内幹線道路(主軸となる道路)の一覧

妄三巳

【_三聖

≡惑､-~

声量_一護

遥嫡誰議運~ノ鋸~-≡

猥要撃蓮望ゾ璧…一望.
+÷

蝉

莞

8=選長短陛

環
状

道
路

放

射
道

路

㍉++

A

萱慧遠墾脚要撃.･

外環状

_ノーー･師露測軽挙逮に1

A-1.国道7号

這㌣'3●2-1日渡島清一38･5■

拙__､､ゝ駄

4

一徹_-･･-｢_.-_占E毒.-.._..巨

ll

l
l
‖
ら L

毒追撃盛_奉呈≠.__⊆.;こ詔.臣式耕一._･__とづ¶･く_≡弓師弱⊃;-一一

.新発田市街地内を通過する交通を処理し､市街地内道路交潮境を改善する｡】･新発田市街地北側の外郭線を形成し､将来市街地の範囲を位置づける｡･
･山形県や村上広域圏､中条町方面と新潟方面とを連絡する広域交通を円滑に;

.4車線道路で都決済､現在は暫定2車線で≒供用

･当面､加治地区の国道290号交差部の拡幅
工事を行い､その後新薪バイ′くス側より4車

主要幹線

道路

処理する0 弓線化を進めていく｡

A-2.南バイパス
く一都13.3.23新党町荒

線)

4 JR西新発田駅

】
l

･新発田市街地内を通過する交通を処臥市街地内道路交通環境を改善する｡と.4車線道路で経済み｡.:雲芸岩歪誓票霊笠…㌶驚雷㌫冨芋濫慧驚置づける0牒成14年虔を計標に供用予定(日本観
･津川放射([主協横田津川線)や五泉壕田放射(国道290号)等から新潟市方1北自動車道供用と連携)
面へ至る連絡を改善する(市街地内への通過交通を抑制する)｡

A-3.【都】3.4.17五十
公野公園荒町線

l

16

⊆

r

】2.8

n
】
u

l(4'1

l

凝箋慧護憲慧驚喜済弓竃莞数昌漂そ･監欝ゝら五い駅東市街地の骨格を形成し､将来市街地の適正管理を支援する｡

弓るD ･

主要幹線

道路

l

Å-4.t-】八幡新田島
潟線

‖ l

1.9

`;
(4)

L
･新発田市街地内を通過する交通を処理し､市街地内道路交通環境を改善する｡

･駅東市街地の骨格を形成し､将来市街地の適正管理を支援する｡

･荒川､黒川放射(国道290号)と新潟市方面との連絡を改善する｡

･食品流通団地の発生集中交通を処理し､操業環境の質を向上させる｡

】

･2車線で改良済み

主要幹線

道路

岳

B

①

②

⑨

④

⑤

⑥

⑦

⑧

中環状

豊栄放射

新津･豊浦放射

五泉･安田放射

津川放射

荒川･黒川放射

村上･中条放射

紫雲寺放射

新潟放射

一都】3.4.11西新発田五十
公野繚

田

1

6.3 2

1

lナR西新発田駅
巨

l.市街地内で発生集中する交通を集散させ､市街地内での移勃を円滑化する｡

･鉄道による市街地東西の分断僻事肖を図る｡

･市街地内における公共交通の軸として､西新発田駅等の交通結簡点に接続する

.路線として位置づける｡

1.一部未供用区間あり

･区画整理等の面整備に合わせて､改良が
進められている｡

幹線道路

【主】新発田停車場乱1
【主】新発田豊栄線

■

(間3.5.2新発田駅日15～18~
渡鞍)

u

2

口

弓豊栄市､聖籠町脚器漂諾㌍苦言認諾L謂‰とを支l
l

ら･2車線で改良済み

1 認諾禁(交通結節点)に直結し､鉄道●乗合バス等の公共交通への乗り換⊆

幹線道路

国道460号l
(【都】3.6.4中央町豊浦1ト16-

榛)l

1…
u

国道290号i
"

Il

1

;4

L-2
1

l岳
廟津市､水原町､国道49号

豊浦町

l

≡五泉市､安田町警警自動車道安田
u

L

･新津市､水原町､豊浦町等の市町村相互の広域的な連携､交流活動の軸

巨市街地郊列および市街地と中心市街地とを連絡し､中心市街地の活性化を支援弓:諾諾誓蒜化整備予定あり1するQ

ト五泉市､安田町等との広域的な連携､交流活動の軸 臣

†･特に､国道290号沿線に軋温泉断観光施設が多数立地しており､これら摘ト2車線で改良済み
愕認諾髭濫急絡する｡l

主要書字線

道路※2

i
主要幹線
道路

n

【主】新発田津川繰

-トj2-【紺
匪動車道津川⊆濡鑓芸浣驚琵浩志訝の軸

上2碑で改良済み 幹線道路

国道290号H十
u

国道7号∴｡と_喜2!】;
【主1新発田紫雲寺練l

(【恥4.6本町中田町116-18≡-;2
緑)

国道7号(斬新バイパ;】

詣町5｡1新潟新発･.502
田バイパス)■

L

扁､阻川村l国道113号
n
11

i村上市､中条町L国道113号
u

ll

!紫雲寺町L国道113号
l

ト聖籠新発田Ⅰ.C

遇裟誓道新
:新潟市､聖籠町■･新潟東港､西港

ト新潟空港

∴JR新潟駅(新幹線

"

毒‡雷岩箋戎憲崇藍………慧現国道29｡号のふりかえア椚具体的な計画なし
§候補路線として位置づける0】

毎霊農芸芸諾豊露語交孟由+庖済蒜蒜蒜
㌔‥票惹認諾諾市街地の括性化を支援するd密談

･~~【t⊇ヽ◆~

:･新潟市相互の広域的な連携､交流活動の軸(通勤のほか､運輸､防災､緊急医■･4車線化で都決済､現在は暫定2車線で供

閣露窓露盤済濫紆渾濫認許供用にあわ

主要幹線

道路
l

覇=`■≡
】

と細道路
□

l

l
l

i主要幹線
!道路

l
l

.
廊〉

※ 都市計画道路の場合は計画幅員｡

※2市街地内区間は､幹線道臥 -1(i-



6.2.3 幹線街路

幹線街路軋先に示した道路の機能分類における幹線道路および補助幹線道路としての

機能を担うものであり､その具体的な整備水準として以下の点があげられる0

(幹線街路の整備水準)

① 2車線以上を有し､主軸となる放射道路および環状道路と結節し､沿道地区

の交通を集散する｡

① 乗合バス路線など地区レベルで幹線的な役割を果たす道路となる0

② 市街地ならびに住区の骨格を形成し､市街地の土地利用を誘導する｡

幹線街路として､次頁(表6-8)に示す路線を指定する0

17
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表6-8 幹線街路の一覧

こ三三一一己~･｢ゴヒぢTざ-㍗ヾヾ∫た≒之=J≡事≡云~~`汚損詳-コ■■三≡薫香琴貫き≧

｢-=誠毒さき≠

14

;l
u

■弓き

】用;●
l

口

コモタウンおよび薪栄町商業集積地内を連絡する｡l
肖費活動を支援する機能が高い｡ト

認諾誤諾芸慧浣誤監訂く≒
幹線となる｡l

l

･一部未供用区間あり庵助幹線

n

□

lL
】

駆紛御中1
1

l

ロ
l

ト

市街地から聖能町へ至る幹線道軋放射道路として

･全区間供用済み
幹 線

l l

□■卜酢甜発田緑弓
.の機能を担う｡

~!;冨曇護憲惣㌫宗詣選語
1】n

矧詣･4･2小西園舟16 1･4l

-

藍慧慧慧芸､外環状㌢諾猥諾宅地補助幹線

外環状(国道7号)からコモタウンへ連絡する｡l
U

□濫造21脚書 12

l
1.8

･御幸町､住吉町および富塚町住宅地の地区内幹線
道路｡

･中乗状との接続部に､住吉｣､学校､コミュニティセン
ター､近隣公園等が立地する｡ 諾豊野富塚町t醐l

ロ甑妄22御幸町住
1

12 ･外霧状(南バイパス)と豊栄放射く日誌新発圧停車場l
0･膿語法び西新嚢田駅前区画整理地内の住宅地の地区内幹線となる｡

･区画整理事業により､
全区間整備予定

補助幹線

E
【劉3.6.12新莞田駅
御幸町線

皿

】

2,

国道460号と豊栄放射(亡主1新発田停車場線)を結

大栄町､御幸町などの住宅地内幹鼠
中心市街地の外郭道路となる｡

･全区間供用済み
補助幹線

1.都】3.4.7西国町小舟
□順

L

16

･豊栄放射([主]新発田停車場線)から中環状､外環

･中環状内側の城北
町､大手町区間は未整

0.9

l状(国道7号)に接続する｡

･大手町城北町中曽根町住宅地の地区内幹線｡

備

･西新発田高前から[主]幹線
(Ⅰ十】次第浜新発田

･[一〕次第浜新発田線は､聖籠町､紫雲寺町を連絡
新発田停車場線までの

区間は､最寄りの市道
に権能を移行する｡

線) する放射道路としての機能を有する｡

□
t都】3.4.10御幸町中 16 09

･豊栄放射([主]新発田停車場線)から紫雲寺放射
([主]新発田紫雲寺線)を結ぶ｡

.･県立新発田病院や文化会館､図書館など中心部の ･一部兼供用区間あり

l

補助幹線

央町線 活動拠点が集積しており､本路線はこれらの活動を
支援する｡

□膠3･4･沖央町帥!-8

1:

l

靡蓋霊鰐冨芳霊繋莞㌫還7.細道路に位置づけ

,.7臣軍需謡違雛祭温㌫諾駅東■
1幹線･

･補助幹線区間は供用補助幹線

･中央町･糾住宅地の地区内幹線となる｡済みもしくは事業中で∃
澤讐竺攣讐空あるoi

1

【都】3･4･3本町島潟線16

･豊栄放射([主]新発田停車場線)と外褒状(国道7

l

r l

1聖浣敲あり､中心市街地内を結ぶ放射道路とし･供用済み t幹線
回 (一般国道290号)

"

ての機能を有しており､幹線道路として位置づける｡

･新潟職業訓練短期大学が沿道に立地する｡
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表6-8 幹線街路の一覧

毒

言
澤鄭ち._･漂襲撃撃墜欝選撃墜

Ll

口座藍慧∃
l

l90号と重複)
1

歩調萎撃■弓琴婆≦専=紹三>,--〔一夷蔓きこ;=キでヨー･ミミ耕一･~■【､一匹ミニ~､ユ~~

■厳禁雷霊宝諾謁欝讐(津川放射)･国l.

…16--7lo層窯纂叢嘉慧㈱｣禦幹線ト運撃墜′欄所となるoLu

1

針般国道290号
】
l

■･,.6.鷲琵塾琴芝卜供用済みふ鵬
.】あるはか交通量は比凝朗多い○

巳

n

回莞芸諾発田駅
L

16-18

l

･新発田駅前から国道290号に至る路線

弓0･9i提議撃こ憲:這㌢

】

l

･供用済み
t補助幹線

) 1
l

0.2

･新発田駅東口の駅前通り｡[都]島潟荒町線に接続
する｡

･駅東土地区画整理事業で整備され､駅付近には
ロータリーや自転車歩行車道(地下道)などが整備さ
れる｡

･駅東市街地(住宅地)の玄関口であり､駅利用者が
日常的に利用する地区内幹乱

t
1

矧賢4爛発甜20
】

l

】

.供用済み

1脚線

と 盲 窟蛋莞器諾諾行に走る道路で､津川

Bl恥5･8畠脚線12-=7i済書芸書芸忘
･一部未供用区間あり

･駅東区画整理事業地
内は整備済み｡

l

補助幹線

由3t4僧町東西
l

18 0.4

】偲]島潟荒町紛ら外環状(現瀾五十公野公園
荒町線)に接続する｡

･駅東区画整理事業により計画的に整備された｡

･豊町住宅地内の地区内幹線道路である｡

･供用済み
補助幹線

□悪評倉削新発
L
】

1.1

･県道区間のうち､中粟状と外環状(現:【一]八幡新田
島潟腺)とを結ぶ区間｡

･区間の一部は市街化区域内にあり､東新町住宅地
の地区内幹線道路となる｡

･また沿道には､新発田商業高校が立地するほか､外
環状付近には｢新発田温泉あやめの湯｣がある｡

･供用済み

1
】L

∃
･乗合バス路線である｡

l L

0.

l

【･外環状(現:[都]五十公野公園荒町線)から五十公 1
u

準孟20五十公野･12l

:++._⊥

野住宅地内を通過し､[封新発田津川線(津川放射

9に接続する｡

宗･五十公野公園､陸上競技場などが立地し､観光､
クリエーション機能を有する｡

u

三i･≡･三
u

1

同車州襲撃済

】L

l

未供用(未都決)弓補助幹線
【
L

ll
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表6-8 幹線街路の一覧
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6.2.4 将来都市内幹線道路網計画図

先に位置づけた｢主軸となる道路(6･2･2)｣ならびに｢幹線街路(6･2･3)｣を整理

し､将来都市内幹線道路綱計画図を次頁に示す0

ここで､将来都市内幹線道路網計画図は､今後の道路整備の必要性と道路事業に係る

予算規模等を踏まえた都市内幹線道路網整備の最終的な目標を示すものであり､先に位

置づけた路線区間すべてを示したものである0
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